犬塚　主尋問
岩崎　　乙８号証および乙２６，２７号証。内容を確認した上で記名押印をした？

犬塚　　はい。

岩崎　　病状について。まず糖尿病について。

犬塚　　糖尿病というのは，（一般的に）いのちの危険に直接つながるわけではない。タマも，このまま治療を続ければ，元気にご存命いただける。なので，いまのところ病院に入院して治療をする必要はない。

　　　　病状は，自律神経障害は回復傾向。運動障害は多少残っている。～網膜症は回復の見込みなし。

岩崎　　陳述書に「死の危険」と書いてあるがどのような意味か。

犬塚　　あくまでも長期的。今後悪化した場合を仮定して書いた。今このような状態にあるわけではない。

岩崎　　糖尿病性網膜症は，まったく見えないものなのか。

犬塚　　全く見えないというのは語弊がある。ここにものがある，人がいる，というのは，ぼんやり影のようにして分かる。ただそれが何なのか誰なのかというのは，声やものの配置に頼るしかないと言った状況。
岩崎　　認知症については。

犬塚　　いまだ軽微。

岩崎　　現在の病状から，この家に住む必要性があるのかについて。一般的に，糖尿病だけに罹患した場合はどうか。

犬塚　　特に問題なし。

岩崎　　糖尿病性網膜症に罹患した場合は。

犬塚　　患者に大変な不自由を課すことになる。一般的に～網膜症の患者は，家に閉じこもりがちになる。自宅では家具の配置など把握してるから自力移動できる。外出はほぼ不可能。

岩崎　　（糖尿病をのぞき）認知症だけに罹患していた場合は。

犬塚　　転居することによって認知症悪化するおそれあるが，ご家族と相談のうえでは，すぐにいのちの危険にはつながらない。

岩崎　　タマの場合は。

犬塚　　絶対に転居するべきではない。糖尿病，網膜症，認知症，三つが併発している。ひとつひとつでは転居に問題ないが，三つ合わさることにより，糖尿病の合併症をひきおこしやすくなる。合併症が，いのちの危険につながる。合併症とは，神経マヒ（手足がマヒ，最悪切除），無痛性心筋梗塞（誰もわからないから手遅れになりがち），無自覚性低血糖（自覚できないから，知らない間に意識不明に陥る事あり），じんしょう（？）（人工凍結が必要だから，入院。内蔵機能低下，死期早まる）。
岩崎　　なぜ転居によって合併症が引き起こされるのか。

犬塚　　寝たきりになり運動ができなくなることで。タマの場合，認知症悪化が，そのような状況を引き起こす。

岩崎　　寝たきりになる蓋然性は。

犬塚　　健康な老人が認知症にかかっても，寝たきりになることは多い。タマは，いますでに糖尿病で自力で立つこと困難。加えて網膜症で，記憶に頼っているし，環境の変化に敏感。いま転居すると，環境に適応できず，通常の人より，認知症が悪化する可能性高い。

岩崎　　鬱病について知っているか。知っているとすればそれはなぜか。

犬塚　　糖尿病は自律神経に障害→鬱病になるケース多い。

岩崎　　鬱病の典型的な症状は。

犬塚　　行動能力の低下。知的領域の低下。記憶力の低下。この三つは鬱病の程度に拘わらず例外なくおこる。

岩崎　　例外なくですか？

犬塚　　はい。すべての患者に。

岩崎　　仮に，身よりのない患者が居た場合，どのような治療方法があるか。

犬塚　　程度による。軽度の場合，本人が自宅療養でいいと言ったらそれが考えられるが，それ以上だと，医者としては，いのちの危険を考える。見守ってくれる家族の人が居ないと，自殺行為，自傷行為がでてくる。それを考慮して，入院治療を進める。それでも患者がどうしても嫌だといえば，ひじょうに症状が重ければ，強制的に入院させる入院保護制度がある。
岩崎　　何かに固執している場合，それを獲得させることで治すという治療方法はあるか。

犬塚　　ありません。Ａというものを患者に与えたとして，Ａが滅失したり変形したりした場合，患者にとって取り返しのつかないことになる。鬱病は，回復したり悪化したりを繰り返して終局的に回復に向かう。回復途中にそういうことがあると，取り返しつかないことになる。大変不適切。
岩崎　　土地に固執するということはあるか。

犬塚　　土地は聞いたことない。家ならある。土地というのは観念的なものである。

岩崎　　非現実的ということか。

犬塚　　はい。

岩崎　　加奈の生活状況について。本件建物に立ち入ったことはあるか。どの部屋に立ち寄ったか。

犬塚　　往診で何度も。診察はタマの部屋で。診察後は，将人や加奈の部屋でお茶をいただいた。夏頃は，入浴介護サービスを行う部屋をみせてもらったことがある。

　　　

岩崎　　部屋はどのような状況だったか。

犬塚　　普通の，介護上もんだいないほどに清潔。将人がいるころからそうだったし，加奈が住むようになっても，特に変わらない。

岩崎　　介護衛生上不適切なことはあったか。

犬塚　　まったくない。

岩崎　　今まで感じたことのないような異様なにおいはしたか。

犬塚　　しません。インシュリン注射のエタノールのにおいは多少したが，それ以外はない。
　

犬塚　反対尋問

木岡　　糖尿病は一般的に徐々に体をむしばんでいくものか。
犬塚　　個人差もあるが。ただ右肩下がりではない。

木岡　　回復はするのか。

犬塚　　する。

木岡　　なぜか。

犬塚　　たとえば運動神経障害であれば，薬物療法として，アレノール酵素阻害薬（？？？）回復する可能性ありますし・・・・

木岡　　あ　そうですか。今回のタマの回復は，加奈の懸命な介護によるのか。

犬塚　　ハイ。

木岡　　４ヶ月したらタマ出ていく。トメ子さんに変わった場合悪くなることはないのか。
犬塚　　トメ子とは面会済みですし，そのことは私も・・・・

木岡　　弱視のタマさんが見えるのか。

犬塚　　具体的なひとの判別は，人の声に頼っている。

木岡　　それは視覚以外に頼っているというのか。

犬塚　　そうです。

木岡　　認知症の悪化で，普段感じたことのない振動とかで，何か悪化すると言うことはあるのか。視覚以外に頼っているタマさんにとって，振動が，タマさんの認知症を悪化させるということはあるか。

犬塚　　可能性は捨てきれない。

木岡　　例えば家の修繕をした場合，タマは，いつも身に感じたことのない振動とかを身にあたるんですよね。

犬塚　　それは修繕だとわかってるから大丈夫なのでは？

木岡　　わかってればいいということか？

犬塚　　違う。あなたは，認知症を切り離して考えているが，危険と私が申しているのは，認知症と糖尿病が併発しているから危険と言っているのだ。認知症は，スイッチを押してしまったら坂を転げるように悪化する。転居によって，環境がゴロリと変わってしまうんです。

　　　　修繕してもタマさんは家に居るんですよね？

木岡　　はい。ただ，あなたは，家の物の配置が変わるだけでタマはパニックになると言いましたよ。
犬塚　　医学的に解明されてます。高齢者の認知症のかたには，介護リフォームを避けるように指導されていますよ。

木岡　　介護リフォームしてはいけないのか。

犬塚　　してはいけません。今回タマもしては望ましくない。

寒河江　鬱病な土地に固執することはないということだったが，家にあるものに固執することはあるというこですね。

犬塚　　はい。

寒河江　原告は，庭に植えたドングリの木に固執していますが，そういうことはあるということか

犬塚　　判断できない。

木岡　　あなたは何の専門医か。

犬塚　　糖尿病について。

木岡　　　鬱病について専門的ではないということか。

犬塚　　　合併症で鬱病にかかるひとは多くいますし，現にそういう方達を治療してきましたので。
　
木岡　　　以上です。
